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を見出しEBV陽性胃癌のモデルを作成した。今回、生
体内の胃癌が胃上皮性細胞とB細胞との細胞融合に
よって形成されているかどうかを明らかにするため
に、臨床ヒト胃癌標本100例を用い、EBERl（EBV－
encoded　small　RNA　l）の発現を標的にEBVゲノムを
スクリーニングした。見いだしたEBV陽性胃癌2例
から成熟B細胞マーカーである免疫グロブリンの再
構成遺伝子の存在の有無を調べたところ、1例からH
鎖とπ鎖の再構成を証明することができた。これらの
結果は、EBV陽性胃癌が上皮細胞とEBV感染B細胞
との融合によって形成されたことを強く示唆してい
る。
システムを活性化することで癌浸潤や転移に関与し
ていることが示唆された。
PC－42．
脂腺母斑に生じた脂腺癌の一例
（皮膚科学）
○中崎　恵美、小宅
（形成外科学）
　松村　　一
（病理診断学）
　泉　　美貴
慎一、坪井　良治
PC－41．
ヒト肺腺癌細胞株A549における細胞表面uPA
活性に対するPGE2の影響
（内科学第五）
○小林　克行、高橋　君子、畑尾　英一
　岸　　厚次、小宮山　学、須藤　晃彦
　伊藤　昌之、来生　　研、清水谷尚宏
　足立　秀喜、柳生　久永、大石　修司
　中村　博幸、松岡　　健
　プロスタグランジンE2（PGE2）はシクオオキシ
ナ一極（COX）によってアラキドン酸から変換される
生成物であり、その過剰発現は様々な癌において重要
な生理的、機能的役割を有している。一方、ウロキナー
ゼタイププラスミノゲンアクチベ一層ー（uPA）は癌
細胞や血管内皮細胞などの多くの細胞から産生され
るセリンプロテアーゼであり癌浸潤や転移に深く関
わっている。uPAにはそのレセプター（uPAR）とイ
ンイビ自服（PAI）が存在し、これらが複雑に作用し
合ってuPAシステムを構築しuPA活性を左右して
いる。本研究ではヒト肺腺癌由来細胞株A549を用い
てPGE2がuPAシステムに如何なる影響を及ぼすか
を検討した。その結果、PGE2添加30分後よりuPA
mRNA発現の増加傾向が認められ、3時間後には細胞
表面のuPA抗原量が明らかに増加した。また、　PGE2
添加3時間後には細胞表面のuPA活性が明らかに促
進し、その効果はPGE2レセプター（EP）のアンタゴ
ニストであるAH6809、　AH23848により抑制された。
これらの結果より癌細胞表面のuPA活性はEPを介
したシグナルによって調整されており、PGE2がuPA
　57歳、女性。生下時より後頭部に脱毛斑が存在して
いた。初診5ヶ月前より脱毛部が隆起してきたため近
医受診。毛包系腫瘍を疑われ切除目的で当科紹介受
診。初診時、後頭部に16×13mmの表面に古註を伴う
腫瘤を認めた。腫瘤の周囲には全うんと一部脱毛斑を
伴っていた。脂腺母斑の二次性腫瘍を疑い、脱毛斑を
含み腫瘤を一部生検した。病理組織学的には、腫瘍細
胞は表皮と連続し、蜂巣を形成し真皮内に浸潤してい
た。腫瘍細胞は核小体の明瞭な核異型のある基底細胞
様細胞が主体で、かつ泡沫状細胞も多数みられた。病
変周囲は、一一部表皮と連続した脂腺の増生と異所性ア
ポクリン腺がみられた。以上、臨床経過と病理所見よ
り脂腺母斑上に生じた脂腺癌と診断した。頚部リンパ
節は触知せず、画像上も転移を疑わせる所見はなかっ
た。拡大全摘術を施行した。
PC－43．
膵癌の超音波内視鏡下穿刺組織を用いたムチン
コア蛋白解析
（内科学第四）
○糸井　隆夫、祖父尼　淳、土屋　貴愛
　栗原　俊夫、森安　史典
【背景】膵癌における粘液（ムチン）コア蛋白の検討
により、予後不良とされる通常型膵管癌は粘膜癌部、
浸潤部ともムチンコア蛋白であるMUCl発現が、予
後良好で浸潤する頻度の低い膵管内乳頭腫瘍（IPMT）
はMUCl発現はみられず、　MUC2発現が高率に認め
られる。しかし膵管内乳頭腫瘍も一旦浸潤すると浸潤
部にはMUCl発現を認めるとされる。近年超音波内
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視鏡下穿刺吸引生検術（EUS－FNAB）により簡便に
膵生検が可能となった。今回、EUS－FNABにて採取し
た膵癌組織を用いてMUCl、　MU2発現について染色
性ついて検討した。
【方法】対象は当科にて診断され、化学療法施行前に
EUS－FNABを行った切除不能膵癌20例で、全例ヘマ
トキシリン・エオジン（HE）標本にて組織学的に悪性
と診断されている。ホルマリン固定パラフィン包埋し
た生検材料に対して、HE染色とともに抗MUCl抗
体、抗MUC2抗体を用いてSAB法にて免疫染色を
行った。検討項目ははじめに各種画像検査より通常型
浸潤性膵癌かIPMT由来の浸潤癌なのかを診断し、そ
れぞれの診断と得られた生検組織とのMUC1および
MUC2発現との関係を検討した。
【結果】今回の症例は画像診断上は全て通常型膵癌
であった。20例中MACl陽［生、　MAC2陰性であった
のは15例（75％）でMAC2陽性は2例（10％）で
MAClは陰1生であった。MACl、MAC2ともに陰1生は
3例（15％）であった。
【結論】EUS－FNAB材料を用いたムチンコア蛋白発
現の検討は得られた組織が少量であっても上皮成分
が得られれば可能であった。密なる検討も必要と考え
られるが、従来、通常型浸潤性膵管癌と考えられてい
た切除不能膵癌の中にはIPMT由来の浸潤癌も少な
からず含まれ、こうした違いをムチンコア蛋白発現に
より診断できる可能性もある。
　本研究は平成16年度東京医科大学研究助成を受け
ている。
PC－44．
Myofibroblasts　eorrelates　with　lymphatic　microves－
sel　density　and　lymph　node　metastasis　in　early－
stage　invasive　colorectal　carcinoma
（大学院3年・外科学第四専攻）
○梁　　　品
Background：　Recent　studies　have　shown　that　the　inter－
actions　between　tumor　cells　and　stromal　cells　are　impor－
tant　in　the　development　of　tumor．　We　therefore　inves－
tigated　whether　there　is　a　correlation　between　tumor－
activated　myofibroblasts，　the　main　component　cells　of
tumor　stroma，　and　lymphatic　microvessel　density
（LMVD）　or　other　clinical　parameters　in　carcinoma．
Materials　and　Methods：　lmmunohistochemical　exami－
nation　of　alpha－smooth　muscle　action　and　podoplanin
were　performed　in　83　cases　of　early－stage　invasive　color－
ectal　carcinoma．
　Results：　There　was　a　good　correlation　between　pro－
liferation　of　myofibroblasts　（PMpt）　and　LMVD　（L－
MVDpt）　in　peri－tumoral　area．　（p＝O．oo34）．　lncreased
PMpt　was　also　associated　with　lymphatic　invasion　（P＝
O．oo51）　and　with　lymph　node　metastasis　（p＝　O．Oll）．
However　proliferation　of　myofibroblasts　in　intra－
tumoral　（PMit）　areas　was　not　associated　with　these
clinical　parameters．
　Conclusion：　Proliferation　of　myofibroblasts　in　peri－
tumoral　areas　seems　to　play　an　important　role　in
lymphangiogenesis，　and　is　also　associated　with　lymph
node　metastasis．
PC－45．
Aberrant　promoter　methylation　and　histone
deacetylation　of　the　Cyclooxygenase－2（COX－2）
gene　in：L皿g　cancer　cell　lines．
（First　Department　of　Surgery）
OKuniharu　Miyajima，　Tatsuo　Ohira，　Yasuhiro
　　Suga，　Jitsuo　Usuda，　Aeru　Hayashi，　Naohiro
　　Kaji’wara，　Osamu　Uchida，　Masahiro　Tsuboi，
　　Norihiko　lkeda，　Takashi　Hirano，　Harubumi　Kato
Background：　lmmunostaining　studies　indicate　frequent
up　regulation　of　COX－2　expression　in　NSCLC　that　is
related　to　increased　invasiveness　and　LN　metastases．　By
contrast，　expression　in　SCLC　is　weak　or　absent．　We
studied　the　mechanism　for　the　differential　expression　of
COX－2　gene　in　lung　cancer　cell　lines．
Methods：COX－2　mRNA　expression　assays　were
examined　by　semi－quantitative　real－time　RT－PCR．
Aberrant　methylation　of　the　promoter　region　of　COX－2
was　studied by　methylation　specific　polymerase　chain
reaction（MSP）．　The　effects　of　the　demethylating　agent
5’一aza－2－deoxycytidine　（5Aza）　or　a　histone　deacetylase
inhibitor，　trichostatin　A　（TSA）　were　tested　in　expression
egative　c ll　lines．
Result ：COX－2　expression　was　present　in　all　18
NSCLC　cell　lines　tested．　However，　expression　was
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